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加した改変 f/2培地を用いて試験した。続いて，2倍濃度の
Siを添加した f/2培地において，3種類の温度での成長を評
価した。最後に，f/2+二倍濃度 Si培地（NN：栄養塩追加な
し），および富栄養状態に調整した f/2培地（WN：栄養塩追
加あり）で，17℃と 27–29°C条件下で培養を行った。最も
高い増殖は，17℃の f/2 WN培地で観察され（5日目，4.46 × 

105 ± 3.15 × 104 cells mL−1），温度は成長に有意な影響を与え
た。17°C培養では，27–29°Cに比べてより高い細胞密度と安
定した光合成パラメータが維持された。栄養塩の添加は，特
に制御温度条件下で，光合成効率（αETR）や最大量子収率
（Fv /Fm）を高めた。光合成性能を高速光応答曲線によって評
価したところ，温度および栄養塩依存的な顕著な変動が示さ
れた。27–29°Cで培養した N. paleaは，対照条件と比較して
相対的最大 ETR（rETRmax, 184.1 μmol m−2 s−1）が上昇した。
富栄養処理では，光合成効率は 5日目にピークに達したが，8

日目には低下した。これらの結果は，N. paleaが変動する環境
条件に適応する能力を有することを示しており，極限環境に
おける栄養塩および温度ストレスに対する珪藻の応答を研究
するモデル生物としての可能性を示している。（1,2Universidad 

de Valparaíso, Chile，3,10,11Universidad de Playa Ancha, 

Chile，4University of British Columbia, Canada，5University 

of Neuchâtel, Switzerland，6,7,12Universidad de Concepción, 

Chile，8Universidad de Antofagasta, Chile，9Universidad de 

Chile, Chile）
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　藻類は主に波長 400–700 nmの可視光（光合成有効放射）

を光合成に利用している。一方，遠赤色光（波長 700–800 

nmの光）では光合成系 IIを活性化できないと考えられてい
ため，藻類はこの波長領域の光のみでは光合成生育ができな
いと考えられてきた。しかし，近年，一部の藻類は，遠赤色
光下で生育できることが報告されている。本稿では，遠赤色
光のみを利用して光合成生育できる藻類として琵琶湖から新
たに単離された Neochloris属（ヨコワミドロ目，緑藻綱）に
近縁な単細胞緑藻 Biwa 5-2株の新たなタイプの遠赤色光順化
について述べる。遠赤色光下で生育した細胞の吸収スペクト
ルには，Qy吸収ピークの長波長側に，白色光下で生育した細
胞には観察されない肩吸収が観察された。しかし，色素組成
分析では遠赤色光を吸収できる特別なクロロフィル等は作ら
れていなかったことから，既存のクロロフィルの吸収を長波
長シフトさせている可能性が示唆された。白色光から遠赤色
光への順化の過程において，クロロフィル b含量が劇的に減
少し，遠赤色光下で生育した細胞のクロロフィル a/b比は，
白色光下で生育した細胞よりも 7倍高かった。類似の現象は，
これまで報告されていない。本稿は，遠赤色光のみを光源と
して生育できる最初の緑藻綱藻類株に関する報告であり，ま
た，遠赤色光順化の過程においてクロロフィル bの生合成が
劇的に抑制されることを示した最初の報告である。（京都大学）

（木村 圭，阿部真比古，島袋寛盛）

英文誌 73巻 2号表紙
　成熟した Petalonia fascia（KU-

1293）培養葉体の表面に形成され
た多室遊走子嚢（左）と，遊走子
囊から放出され基質上に着底した
遊走子（右）．本号では日山と吉
川が P. fasciaにおける遊走子放出
を報告している．写真は日山津奈
美・吉川伸哉が撮影した．
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